
国際油濁会議について 
（独）海上災害防止センター 元防災部長 

（財）漁場油濁被害救済基金 漁場油濁対策専門家 
佐々木 邦昭 

１． 概要 
 在る日突然、私達の目前で油濁事故が発生した時、この問題に如何に取り組むべきか、

これらの事は油濁事故が深刻化した４０年程前から常に新しい問題として私達の前に立ち

はだかり現在に至っております。 
この問題の追究は、一国だけの経験と知恵では不十分であり、国際的に共有されること

が必要です。 国際油濁会議は、油濁に関心を持つ世界の人々が一堂に会し、予防、防除、

過去の教訓、補償、影響等最新の情報、研究成果を定期的に交換する重要な会議で、その

成果物は日本を含め世界の油濁対応レベルを向上させるため活用されてきました。 
この会議が最初に開催されたのは、米国ニューヨークで３８年前※１に遡ります。 
国際油濁会議（International Oil Spill Conference 以後ＩＯＳＣ）と呼称され、以来２
年毎に米国内各地で開催され、一昨年２００５年にはフロリダ州マイアミで第１９回 IOS
Ｃが盛大に執り行われました。 
ＩＯＳＣでは毎回、世界中から国際機関（IMO 等）、政府機関（コーストガード、環境
庁等）、石油・海運業界、サルベージ会社、PI保険、大学研究者、資機材メーカー等の人々
2千人以上が集り、旧交を温めつつ、前記の問題について最新の事例、研究成果の報告（毎
回１００～３００件）と質疑応答を行っていて、今までに発表された報告書は膨大な数に

なります。 
他に伝統のある国際油濁会議として、英国では Interspillが、豪州では Spillconが行わ
れておりましたが、一昨年のＩＯＳＣの席上、以後の国際会議はＥＵ（Interspill）、豪州
（Spillcon）、北米（IOSC）の順に、３年サイクルで行うことが発表されました。 そし
て、昨年５月に英国ロンドンで Interspill、今年３月は豪州パースで Spillcon の会議名で
行われ、来年は米国ジョージア州サバンナで IOSC2008が予定されております。これらの
国際会議は今後まだまだ開催されると思われますので、油濁に関心のある漁業関係の方も

一度参加してみては如何でしょうか。 
 
※１ １９６７年３月に英国で起きた大型タンカー「トリーキャニオン号」の事故がき

っかけとなり、その２年後に米国は初めてのＩＯＳＣをニューヨークで米国石油協

会（ＡＰＩ）、連邦水質汚染規制協会（ＦＷＰＳＡ）の主催で開催した。 
     この頃、日本では未だ機が熟しておらず、７０年代に入り事故が多発した頃か

ら法整備等が進んだ。 
 
 

 



各会議のロゴマーク 
 
 
 
 
 
 
２． 米国のＩＯＳＣ２００５について 

２００５年５月１５日から５日間、フロリダ州マイアミでＮＯＡＡ（海洋大気庁）、

ＵＳＣＧ（沿岸警備隊）、等７機関※２の主催で開催され、５０ヶ国から２,０００人
以上の参加を得て、２１３件の報告がありました。 
演題毎に３８のセッションに分かれ、１つのセッションでは４名程が議長の進行の

下で２０分間の持ち時間でプレゼンテーションを行う、その後聴講者との質疑という

方法等がとられました。 
これらの中で注目されたものとして 
・ 沈没船について１８９０年から２００４年の間に沈没し、油の流出の恐れのあ

る船舶８,５００隻（７５％は第二次世界大戦で沈没）について、その分布（日
本周辺にも多数ある）、残油対策等について 

・ タンカープレステージ号の油濁事故に関して、回収船の活躍、３千㍍の海底に

沈む船体から残油抜き取りの状況、人工衛星による油のモニタリング 等があ

ります 
又、広大な展示場には防災資機材メーカー等１５０社が出店し、最新の回収船、

装置、オイルフェンス、回収容器等が展示されていました。 
 
※２ 他にＡＰＩ（米国石油協会）、ＩＭＯ（国際海事協会）、ＥＰＡ（環境保護庁）、

ＩＰＩＥＣＡ（国際石油産業環境保護協会）ＭＭＳ（地下資源管理局） 

 
写真１ マイアミ港と油回収船 
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ハリケーンによる大規模油濁事故 

で活躍している 

 
 
 

 
 

 

http://www.iosc.org/
http://www.interspill.com/


３． 英国の INTERSPILLについて 
 2006 年 3 月 20 日から３日間、英国ロンドンで開催され、71 ヶ国から 1400 名が参加しました。 

ＵＫ Ｓｐｉｌｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（英国油濁協会）、EMSA（ヨーロッパ海上保安庁）等 6 つの組織

が主催し、会議では 52 件の研究論文の発表がありました。 

論文は７つのカテゴリーに分けられていて、従前の同種会議と比し海洋だけでなく内陸部のパイプラ

イン等から河川、湿地帯への流出、ロシア、アフリカ地区で発生した油濁の事例、米国ハリケーンによ

る流出等が取り上げられている等の特徴がありました。 

特に 

・  世界第２位の産油国ロシアでは、パイプラインからの流出件数が毎年２万件を超えていること 

・  米国ではハリケーンＫａｔｒｉｎａにより大規模６件、中規模４件、小規模１３４件の油濁案件が発生し、

その中には洋上リグ１２基の被災と５基のスクラップが含まれていて、その数字の大きさには驚かされ

ました。論文の詳細に関心のある方はインターネットで検索が出来ます。 

 

隣接する展示場では、各国企業の最新の防災機材と海洋調査資機材（ROV 等）の展示、岸壁では

回収船等が公開されていました。 

 
   

   写真２ INTERSPILL会議場 

 
 
 
 
 
 
 
   写真３ 展示場 

   資機材メーカー、ＩＭＯ、油濁基金等 

  １１７社出展 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



４． SPILLCONについて 
オーストラリアで定期的（２～３年周期）に開催され、本年もその１１回目として

3 月 2６日から４日間、西オーストラリア州の州都パースで開催されました。本会議は、
アジア・太平洋地区を主テーマにＡＩＰ、ＡＭＳＡ、ＡＭＯＳＣ※２が主催、フリー

マントル港と西オーストラリアインフラ整備局、国際海事機関（ＩＭＯ）、ＭＮＺ※３、

国際石油産業環境保全連盟（ＩＰＩＥＣＡ）等の協力を受けて実施されています。会議

での発表論文や参加者の規模は米国、英国の二つの会議に比べると小さいが、ブラジ

ル、アフリカ、中東を含む４００名以上が参加しています。 
本会議の特徴として、議題毎に各国、地域からプレゼンテーションが行われていま

す。例えば衛星、航空機からの油汚染監視について、フランス、カナダ、英国、オー

ストラリアの場合について各々２０分間パワーポイントで説明、その後聴衆を交えて

討議などでこれら内容の多くは、インターネット SPILLCON2007 で検索すると簡単
にダウンロードすることが出来ます※４。 
※３ ＡＰＩ The Australian Institute of Petroleum Ltd オーストラリア石油協会、 

ＡＭＳＡ The Australian Maritime Safety Authority オーストラリア海洋安全局、 

ＡＭＯＳＣ The Australian Marine Oil Spill Centre Pty Ltd オーストラリア海洋油流出センター 

  石油会社１０社から融資を受け、油濁対応、教育訓練等実施、南太平洋をカバーしている。 

※ ４ ＭＮＺ Maritime New Zealand ニュージーランド海上保安庁 

 
 
 
 
 
 
 
 
写真４ 会議場 Burswood Convention Centre   写真５ 会場入り口 

 

 

 

 

写真６ プレゼンテーションの情景 

 
 
 

 

 



※５ 表 は、SPILLCONで検索した例で、会議当日３月３０日８時４５分から行わ
れた衛星・航空監視のについて４名の発表者によるフランス、カナダ、英国、オース

トラリアの事例を紹介していて、その内容は自由にダウンロードできる。 
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The French Experience  

Georges Peigne, CEDRE, France (Download Presentation)  

The Canadian Experience  

Louis Armstrong, Transport Canada (Download Presentation)  

The UK Experience  

Toby Stone, Maritime and Coastguard Agency (Download Presentation)  

The Australian Experience  

Annaliese Caston, Australian Maritime Safety Authority (Download 

Presentation)  

Case Studies & Successful Prosecutions/Outcomes 

DISCUSSION/QUESTIONS  

5. 所感 
  日本社会が油濁問題を抱えてからほぼ 30年の歳月が経ちます。 この３０年間に
は大小様々な船舶の海難、臨海工場の事故、地震に伴う油濁事故が数多ありました。 
その結果被った国家・地球の累積損失は如何程のものなのでしょうか。  
事故直後の酷い自然界の損失は、果たして本当に数年で回復を繰り返すことが出

来たのでしょうか。 その様な油濁の現実に心を動かされ科学的な調査研究をして

いる人々も多勢おります。 しかし、彼らの研究の多くが、関係者に知られること

なく埋もれたままになっている場合も少なくありません。 その所以は恐らく発表

の在り方に在る、即ち「井の中の蛙」的な場所で行って居る様な気がいたします。  
国際会議は世界の人々にとって開かれた情報の宝庫であり、この会議の活用につ

いて日本全体、また、漁業関係者も関心の度合いを深める一助になればとの思いで

本文を寄稿しました。 
 
 
 
 

 

http://www.spillcon.com/2007papers/Georges PEIGNE.pdf
http://www.spillcon.com/2007papers/Louis ARMSTRONGseminar.pdf
http://www.spillcon.com/2007papers/Toby STONEsminar.pdf
http://www.spillcon.com/2007papers/Annaliese CASTON.pdf
http://www.spillcon.com/2007papers/Annaliese CASTON.pdf


表 

 

会議名 開催地 

（最新の開催） 

特徴  

主な対象地域 

次回開催 

ＩＯＳＣ 米国 

（2005年マイアミ） 

米国国内及び世界を

対象 

2008年 5月 4日－8日 

SAVANNAH 

INTERSPILL 英国、 

（2006年ロンドン） 

主に、欧州、ロシア、

アフリカ 

2009年 5月 12日－14日 

仏 MARSEILLE 

SPILLCON 豪州 

（2007年パース） 

主にアジア地区 2010年 

豪 MELBOURNE 

 


